
雑用水を使用する施設等の管理者様へ 
誤接合（クロスコネクション）に係る事故防止 

誤接合は、水道管に水道管以外の水管その他の設備を直接連結されることにより汚染された水が配水管に逆

流し他の多くの水道水を使用される方にまで衛生上の危険を及ぼす恐れがあるため、絶対に避けなければなり

ません。工場等の大規模施設だけでなく、受水槽を有する建物や、場合によっては個人住宅でも発生する可能

性があります。このため以下の点についてご注意下さい。 
（公益社団法人 日本水道協会 指定給水装置工事事業者 研修テキスト ２０１６版 Ｐ４４～Ｐ４５から引用）  

水道管に水道管以外の設備を直接連結しないで下さい。 
水道管の改造工事をされる時は、大和郡山市の上下水道部への届出が必要です。 
工事は大和郡山市に登録されている指定給水装置工事事業者により行ってください。 

 

危険な給水配管及び設備の例 
 
                  構造や材質基準に         水道以外の 
 ②不適合製品と連結          不適合な製品           液体容器 
                                               ③液体容器に水没 
  
 
 
 
 
 
 
                                      水道メーター 

                   ①井戸水配管と連結 
 

井戸水      ※①②③の事例は、水道法施行令で定める給水装置の構造及び材質基準に適合しない事例 

           

正しい給水配管及び設備の例 
 

構造や材質基準に        水道以外の 
      撤去               不適合な製品          液体容器 
                                             ③吐水口空間を確保 
  
 
 
                      Ｐ 
 
 
 
                            ②受水槽を設置   水道メーター 

                   ①撤去して井戸水配管を独立   
 

井戸水 

 

（公益社団法人 日本水道協会指定給水装置工事事業者 研修テキスト ２０１６版 Ｐ４６ 図 4-2 図 4-3を参考） 


